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3年生第４セッション

人の気持ちを考えよう！
所要時間
45分

目的
１．実際に友達の気持ちを予想する体験をさせる。

２．３年生のピア・サポートで学習したことを確認させる。 
準備するもの

□フラッシュカード(｢ピア・サポート｣「なかま・友だち」｢ささえる・助ける｣「なかまや友だちどうしが、ささえ合い、助け合う」｢まわりの人を大切にする｣｢自分を大切にする｣「人はだれにでも、気持ちがある」「人によって気持ちはちがう」「気持ちのへんかは体にあらわれる」) 
□ポスター「3年生ピアの目標」
□模造紙①「今日の目標・学習の流れ」
□プリント1「人の気持ちを考えよう」（A4：児童数）
□プリント2「気持ち、考えられるかな？」（A4：児童半数）

□プリント3「気持ち、考えられるかな？」（A4：児童半数）

□第4回ふりかえりプリント（A4：児童数）
般化維持プログラム

□チャレンジ・プリント（児童数）

□3年生ぴあぴあ新聞第4号（児童数）

児童の持ち物
□ピア・サポート・ファイル　　　　　　　　　
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	活動項目

(所要時間／累積時間:分)
	活動内容
	児童の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．復習と導入(4分)

	言葉と目標の確認 (2/2)

復習と導入（2/4）


	· 今日はピア・サポートの4回目の授業、3年生最後のピア授業です。
1．ピア・サポートの言葉の確認
・（フラッシュカードを授業前に掲示しておく）「ピア・サポート」の意味は、もうわかっていますか？

→必要に応じて、詳しく復習。
・「なかまや友だちどうしが、ささえ合い、助け合う」という意味でしたね。

· そして、このときに重要な2つのポイントは「まわりの人を大切にする」ことと「自分を大切にする」ことでした。

2.３年生の授業目標の確認
・では、3年生のピア･サポートの目標は何でしたか？

· そうですね。（ポスターを指しながら）「気持ちに気づこう」でした。みなさんで読んでおきましょう。

→一斉に音読させる。

· みなさんはこれまでの3回の授業で気持ちについて、3つの大事なことに気づきました。
3．これまでの授業の復習
· 1つ目は、…。

→(一斉に音読させるながら3つを確認) 
・人はだれにでも気持ちがある

・人によって気持ちはちがう

・気持ちのへんかは体にあらわれる
· 気持ちは誰にでもあるけれど、感じ方や表し方は人によって違いましたね。でも、その表し方をよく見ていたら相手の気持ちを予想することができました。
· というわけで、今日はこの3つのことをすべて生かして、まとめの授業をします。

4．導入
・では1つ確認の質問です。皆さんは、人の気持ちを知ろうと思ったら、どうすればよいのでしたか？
・そうですね。体の変化を見ますね。でも気持ちの変化に気づくようになるためには、普段の生活のときからその人とたくさん遊んだり話したり、相手をよく見なければなりません。
· 今日は、そんな身近な人のことを考えます。相手の気持ちがわかったら、相手の様子をよく見ていることになるでしょう。

	「なかまや友だちどうしが、お互いにささえ合い、助け合う」
「気持ちに気づこう！」

音読する
「体のへんかよく見る」
	●（あらかじめ掲示）フラッシュカード「ピア･サポート｣「なかまや友だちどうしが、おたがいにささえ合い、助け合う」
●（あらかじめ掲示）フラッシュカード「まわりの人を大切にする」「自分を大切にする」
●（あらかじめ掲示）ポスター「3年生ピアの目標」

●（あらかじめ掲示）フラッシュカード「人はだれにでも、気持ちがある」「人によって気持ちはちがう」「気持ちのへんかは体にあらわれる」


	2．今日の目標・学習の流れの説明(1分)

	説明(1/5)
	1．今日の目標の説明

· では、今日の目標を発表します。こちらを見ましょう。

目　標：人の気持ちを考えよう！ 
2．今日の学習の流れの説明
· 次に、今日の学習の流れを説明します。

· ①「復習」は終わりました。今は、②「今日の学習の説明」をしています。

· これから活動を2つします。1つ目は③｢人の気持ちを考えよう｣と言うことで、プリントを使ってある人の気持ちを考えます。

· 2つ目の活動は④「気持ち、考えられるかな？」です。ここでは隣の人の気持ちを考える練習です。毎日接する相手ですからね。上手に考えられるでしょうか。

· そして、最後に⑤「ふりかえり用紙」に感想を書いて、終わりです。


	
	●（あらかじめ掲示）模造紙「今日の目標・学習の流れ」



	3．活動Ⅰ「人の気持ちを考えよう」(15分)

	活動の説明(2/7)
個人で考える(5/12)

グループで考える(5/17)

全体シェアリングと活動のまとめ(3/20)
	1．活動の説明：これまでの学習を押さえる

・では、これからプリントを配ります。今日の1つ目の活動は、このプリントに書かれているピア子ちゃんをよく見て、ピア子ちゃんの気持ちを考えることです。配られたら名前を書いてプリントを読んでいましょう。
→プリント配付

・名前は書けましたか？では、プリントを読みます。

→問題を読む。

・することはわかりましたね？もう一度、これまでの学習を振り返ります。大切なことは3つありました。

その1．ピア子ちゃんには気持ちがあります。

その2．ピア子ちゃんの気持ちはあなたと同じとは

　限りません。

その3．ピア子ちゃんの気持ちは、ピア子ちゃんの

体に表れています。

2．ピア子ちゃんの気持ちを予想する

・これまで学習したことを思い出して、ピア子ちゃんの気持ちを考えてみましょう。時間は5分間取ります。

・(児童の様子を見て)では、グループになって答を見せ合い、どうしてそう思ったのか気がついた体の変化などを話し合いましょう。

・（5分後）今度は、クラスで発表し合いましょう。

→発表のさせ方は自由。グループごとでもよいし、全体で話し合ってもよい。

　○意見が分かれてもよい。どんな可能性があるか、ピア子ちゃんの気持ちを予想する。

　○どうしてそのような予想をしたのか、体の変化も注目する。

・みんなでピア子ちゃんの気持ちについて考えることができました。


	プリント記入

話し合う

発表する


	●プリント1「人の気持ちを考えよう」
◇プリント1配付



	4．活動Ⅱ「気持ち、考えられるかな？」(20分)

	回答作り(3/23)
やり方の説明とウォーミングアップ(9/32)

本番1回目(2/34)

本番2回目(2/36)

全体シェアリング(3/39)

まとめ(1/40)


	1．活動の準備：回答作り

・でも、実はこれからが本番です。
・3年生のまとめとして、これから隣の人の気持ちを考えてみます。

・いつも一緒にいる相手ですが、その人の気持ちがきちんと予想できるでしょうか？やってみましょう。

・これから列ごとに違うプリントを配ります。窓側の人にプリント2を、廊下側の人にはプリント3を配ります。配られたら名前を書いて書くことを考えます。でも、今日はここに書いたことを相手に当ててもらうといいう活動です。書くときには隣の人に見られないようにして、書き終わったら裏返して置きましょう。わかりましたか？

→プリントを配付する。

・では問題文を読みます。問題は同じです。

→問題を読む。

・窓側の人は、友だちから似顔絵をプレゼントされた、という場面が書いてあります。自分だったら、自分の似顔絵をプレゼントされて、どんな気持ちになるか想像して書きましょう。

・廊下側に人には、友だちから「今日の洋服に合っているね！」と服装をほめられた場面が書かれています。もし、自分がそんなふうに今日の洋服をほめられたら、どんな気持ちになるか想像して書きましょう。

・その書く気持ちを、後で隣の人に当ててもらいますので、見られないようにしましょう。では、どうぞ。
→記入させる。

2．活動の準備：練習方法を説明

・では、いいですか？これから気持ちの当てっこをします。でも、当たる人もいれば、当たらない人もいます。それでも、人の気持ちを考えてみることそのものが大切なので挑戦しましょう。

・やり方を説明します。これから2人組になって、気持ちを表す役と、当てる役になります。

→やり方を説明。必要に応じて児童を使って例示を示しながら行う。

・自分が表す役のときは、相手に伝わりやすいようにしっかり体の変化を見せましょう。例えばこんなふうにです。

・先生はもし、友だちから「似顔絵を書いたよ！」とプレゼントされたらこうなります。

→大げさに演技をする。

・それを当てる役の人はその様子を見て、気持ちを予想します。わかったら、「はい！嬉しい、だと思います」などと、相手に聞いてみましょう。

・その答えが正解なら○！と言います。不正解ならブブーと言います。そして、当たるまで答えを予想していいです。やり方はわかりましたか？

＊気持ちを表す役がわかりやすく演技できないと、活動として成立しない。そこで、この部分で気持ちを表す練習を全体で挟んでもよい。例えば「ちょっと気持ちを表す練習をしてみましょう。
●例えばびっくりしたときはこんな感じですね。“えぇっ（手を挙げて目を丸くする）”みんなでやってみましょう。さんはい“えぇっ”。

●今度は悲しくて涙が出たとします。“えーん（軽く泣きまね）。みなさんも、さんはい“えーん”。
●最後に怒ったときはどうしますか？いろいろありますが、今日は腕を組んでほっぺたを膨らませてみましょうか？“もう！ヤダ！（腕組をしてほほを膨らます）。皆さんも同じようにしましょう、さんはい”もう！ヤダ！。いいですね。こんな感じでしましょう。）
3．活動(1回目)

・では1回目は似顔絵をもらった人が演技をします。廊下側の人は当てる役です。では、向き合いましょう。私が合図を出しますよ。

・では、いきましょう。友だちが「君の顔を書いたよ。あげる!はい、どうぞ。」と言いました！そのときの気持ちを３，２，１、どうぞ！

・廊下側の人は予想できたら答えを言っていいですよ。

・（児童の様子を見て）当てられた人は答えとしてプリントを見せましょう。

4．活動(2回目)

・では、役割を交代します。今度は廊下側の人が気持ちを表す人で、窓側の人が当てる人です。
・では、いきましょう。友だちが「今日の洋服、すごく似合っているね」と言いました！そのときの気持ちを３，２，１、どうぞ！

・窓側の人は予想できたら答えを言っていいですよ。

・（児童の様子を見て）当てられた人は答えとしてプリントを見せましょう。

・どうでしたか？相手の気持ちを考えて、当てられることができましたか？
5．全体シェアリング

・では、活動をまとめてみましょう。

○近くにいる人が、自分の気持ちに気づいてくれたら、どんな気持ちになるだろうか。

○反対に、人の気持ちがわかったら、どんないいことがあるだろうか。

6．まとめ

・３年生のピア・サポートはこれで終わりです。
・3年生では「気持ち」についていろいろ気付いてきました。

・気持ちは誰にでもあるけれど、感じ方も、表し方も人によって違うことがあるのでちょっと難しい。けれど、それがわかりあえたら、お互いに支え合い、助け合うことができる。
・ピア・サポートの意味のように、お互いに支え合って、助け合うためには、気持ちを考えることは欠かすことができない。

・これからも、人のことをよく見て、気持ちを考えて生活していこう。

	プリント記入

ウォーミングアップをする

演技をする

当てる

正解かどうか言う

答え合わせ

演技をする

当てる

正解かどうか言う

答え合わせ

発表する
	●プリント2/3「気持ち、考えられるかな？」
◇プリント2/3配付（半数ずつ違うものを配付）

◇記入の補助

◇活動の補助

◇活動の補助

◇板書



	5.ふりかえりプリントの記入(5分)

	ふりかえりプリント記入と回収

 (5/45)


	・では、今日の学習を振り返ります。「ふりかえりプリント」を書きます。

→以下、プリントに沿って各自で記入をさせる。


	ふりかえりプリント記入、提出
	●第4回ふりかえりプリント 
◇第4回ふりかえりプリント配付、回収


板書計画(案)
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人はだれにでも、気持ちがある








人によって気持ちはちがう











気持ちのへんかは体にあらわれる
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＊あらかじめ黒板外に掲示
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